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【ターゲット層】


先進的農家


専業農家





２－２．生産振興・地産地消の推進【もの】





（１）大阪産(もん)のブランドの確立･６次産業化の推進






































１．地産地消の推進に向けた府民認知度の向上・府民運動の推進


　府内産農産物の消費拡大には、府民が大阪産(もん)を意識し、選択して購入することが


重要である。そのため、引き続き大阪産(もん)の認知度向上に努めるとともに、大阪産


(もん)を身近に感じて・食べてもらえる機会を増やすことで、大阪産(もん)を買い


支える府民の機運を高めていく。


○大阪産(もん)地産地消推進月間（11月）を中心としたイベント等でのプロモーション活動の実施、ミニコミ紙等の情報誌、ホームページ等多様な媒体の活用


　○認知度向上に向けて、表彰事業を実施するとともに、府民による大阪産(もん)支援制度を検討


　○市町村ブランドとの連携


　○有名ホテル・料理店での利用促進


　○大阪産(もん)常設販売コーナーの設置促進


　○学校給食を通じた子どもたちやその家族の理解促進





【目標】


■大阪産(もん)の府民認知度


　 60％以上（H23.3：46.2%）


　■大阪産(もん)を率先して購入したいと思う府民の割合


60％以上〔H25年目標〕（H23.3：42.6%）





　大阪産(もん)の認知度を向上させ、消費拡大に結びつくよう、府民の3人のうち２人に支持されるようブランド力を向上させる。








大阪産（もん）販売コーナー





大阪産（もん）の日イベント





大阪産（もん）











２．ブランドイメージの確立・向上


　大阪産(もん)全体の認知度向上に努めるとともに、ブランドイメージの確立・


向上による需要促進と生産者の所得向上を図るため、次の取り組みを行う。


　○表彰事業の実施による生産者等の意欲喚起、消費者に対する受賞活動の周知


　○有名ホテル・料理店等での利用促進と食べ方の提案


　○“水なす“に続く代表的なブランド品目の選定・育成


　○新品種の導入や秀品率の向上など大阪産(もん)の


高品質化に向けた技術指導








３．大阪産（もん）の６次産業化による魅力アップ


大阪産(もん)ブランドの中長期的な成長に資するため、魅力的な商品づくりの促進と


多様な販売チャネルの展開支援などにより大阪産(もん)推進に向けて、生産者や事業者の取り組みの裾野を広げる。


　○環境農林水産総合研究所の技術力を生かした大阪産(もん)商品の開発支援


　○６次産業化プランナー等との連携による商品化支援、ネット通販等の販売支援


　○２次加工や通販など６次産業化に取り組む生産者や事業者の商談会等への参加誘導による大阪産(もん)のＢｔｏＢの促進


　○生産者と実需者との交流による契約栽培・契約出荷の推進


　○量販店やコンビニ、マスメディアなど関連業種と


のコラボレーションの支援

















※6次産業化プランナー：6次産業化に取り組む農林漁業者等の様々な課題に対応できる


専門家で農林水産省が配置する。6次産業化の取り組みにつながる


案件の発掘から事業化までの総合的なサポートを行う。





大阪産（もん）五つの星大賞





（１）大阪産(もん)のブランドの確立･６次産業化の推進





（２）農産物直売所を核とした販売農家・地域の元気力向上





【ターゲット層】


専業農家


兼業農家





【目標】 ■農産物直売所での販売金額　70億円（H22：51億円）























農産物直売所は、府民にとっては新鮮で、安全・安心な地元農産物を手軽に買い求める


ことができる重要な購入先であるとともに、市場出荷が難しい生産規模の小さな生産者


などにとっては、気軽に販売できる重要な出荷先である。直売所に参画する農家や地域・


集落が営農を継続できる元気力を醸成することが、生産力向上、農地の遊休化防止に


つながるため、直売所の設置や運営に関する指導・支援を行う。


○地域の特性に応じた直売所の整備や立ち上げの支援


○運営指導等による小規模直売所の基盤強化と信頼性向上


○ＪＡ等常設直売所への、消費者ニーズに即した


品目開発・選定、生産支援


○都市住民との交流促進等による農産物直売所の特色づくり


○地域農業の情報発信拠点となるための体制整備、人材育成





　農産物直売所の整備動向や運営支援等の効果を踏まえ、平成22年比40％増の販売金額を目指す　





にぎわう農産物直売所





【ターゲット層】


全農家
































食品の原産地表示や消費・賞味期限の偽装問題、輸入食品の農薬汚染問題が発生する


など、府民の“食の安全・安心”に対する関心が高まっている中、今後も府民に安全・安心な農産物を提供し、“府内農産物は安全・安心”であるとの信頼を確保するため、「大阪府都市農業の推進及び農空間の保全と活用に関する条例」基づく「農産物の安全安心確保制度」や「大阪エコ農産物認証制度」等の取り組みを推進する。


　○農業者への農薬適正使用の研修実施等指導の徹底


○ＪＡ等生産者団体が実施する生産履歴記帳など


農薬適正使用に向けた取り組み支援


○大阪府農薬管理指導士の育成・更新研修の開催


○農薬管理指導士による指導体制の整備


○「大阪エコ農産物」の安定生産のため、化学合成農薬等を


減らす技術の開発・普及と消費者向けＰＲの推進





（３）農産物の安全・安心確保





【目標】■大阪エコ農産物認証面積　　　　 ５４０ha（H22：481ha）


　　　　　 ■大阪エコ農産物認証申請者数　１,２００人（H23.7：1,059人）


■農薬管理指導士認証人数　　　１,０００人（H24.2：1,013人）





　農薬適正使用に向けた取組支援等により、引き続き「大阪エコ農産物」の生産拡大を図るとともに、農薬管理指導士の認証等による農産物の安全安心を確保する体制を堅持
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